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１ 概  説 

 

１－１ 目 的 及 び契 約 件 名  

 

本 工 事 は、用 途 廃止 となった丹 後 ディファレンシャル GPS 局 に設置 さ

れているアングルトラス鉄 塔 等を撤 去 するもので、件 名 を「丹 後 ディファレ

ンシャル GPS 局 鉄 塔 等 撤 去 工 事」という。 

 

１－２ 施 工 場 所  

     

丹 後ディファレンシャル GPS 局  

住 所：京 都 府 京 丹 後市 丹 後 町 間人２７９１番 地  

管 理 事務 所：舞 鶴 海上 保 安 部  

 
１－３ 工 事 種 目  

 

 

 

 

１－４ 鉄 塔 等 概要  

電 気 通信 工 事 業  

１．鉄 塔 解 体・撤 去工 事  

２．機 器 撤 去 工 事  

３．囲 障 、忍び返し撤 去 工 事  

 

撤 去 対象  

(1) 自 立 型鉄 塔  

①  用   途：GPS 空 中 線 等 設 置 用(用 途 廃 止) 

②  構   造：自 立 型アングルトラス鉄 塔(局 舎 上 層 設 置 ) 

③  建 入 年度 :昭 和６２年１月  

④  搭   高：鉄 塔 高 １６m 

地 上 高  ２１m 

⑤  重   量 :7.6 トン(予 定数 量 ) 

⑥  基 礎 形式 :アンカーボルト固 定 形式  

⑦  根 開 き:５m 

(2) 空 中 線鋼 管 柱 及び支 線  

①  用   途 :送 信 空中 線 用  

②  構   造 :鋼 管 柱３方３段 支 線 式  

③  建 入 年度 :平 成１１年２月  

④  搭   高：鉄 塔 高 44.95m 

地 上 高  47.45m 

⑤  重   量:2.84 トン(予 定 数 量) 

(3) 機 器 撤去  

特 記 仕様 書 記 載のとおり。 

(4) 囲 障(敷 地 内の一 部 )及 び囲 障 上部 忍 び返し取 外し撤 去  

特 記 仕様 書 記 載のとおり。 

 

１－５ 工 期  

 

契 約の翌 日 から令和 4 年 10 月 14 日 まで 

 

１－６ 発 注 元  

 

 

 

１－７ 管 理 事 務所  

 

第 八 管区 海 上 保 安 本部 交 通 部整 備 課  

住 所 〒６２４－８６８６ 京 都 府 舞鶴 市 字 下 福 井９０１番 地  

電 話  ０７７３－７６－４１００（ 内 線 ２ ６ ６ ２ ）  

 

舞 鶴 海上 保 安 部  

住 所 〒624-0946 京 都 府 舞 鶴市 字 下 福 井 901 番 地  

電 話  ０７７３－７６－４１２０ 
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２ 一般共通事項 

 

２－１ 関 係 法 令等  

 

本 工 事 は、本 仕 様 書 及 び図 面 によるほか、次 に示 す関 係 法 令 及 び基

準 等に従 い実 施 する。 

 

(1) 建 築 物解 体 工 事 共 通仕 様 書(国 土 交 通 省大 臣 官 房 官 庁営 繕 部  

(最新 版 )) 

(2) 公 共 建築 工 事 標 準 仕様 書 (電 気 設 備 工 事編 ) 

（国 土交 通 省 大 臣 官房 官 庁 営 繕部 (最 新 版)） 

(3) 公 共 建築 工 事 標 準 仕様 書 (建 築 工 事 編) 

（国 土交 通 省 大 臣 官房 官 庁 営 繕部（最 新 版）） 

(4) 公 共 建築 工 事 標 準 仕様 書 (機 械 設 備 工 事編 ) 

（国 土交 通 省 大 臣 官房 官 庁 営 繕部（最 新 版）） 

(5) 電 気 通 信設 備 工 事 共 通 仕 様書 (最 新 版) 

(6) 電 気 設 備に関する技 術を定 める省 令（経済 産 業 省（最 新 版）） 

(7) 廃 棄 物の処 理 及び清 掃に関 する法 律（廃 棄 物 処 理 法(最 新 版)） 

(8) その他 関 連 法 令  

 

２－２ 施   工  

 

本 工 事 は、すべて仕 様 書 に示 された機 能 を完 全 に発 揮 させるように実

施し、仕 様 書に明 記のないものでも当 然 必 要な事 項 は、誠 実に実 施 する。 

 

２－３ 監 督 職 員  

 

監 督 職員 とは、第八 管 区 海 上 保安 本 部 長が任 命 する職 員をいう。 

 

２－４ 疑   義  

 

仕 様 書 の内 容 に疑 義 を生 じた場 合 は、すべて監 督 職 員 と協 議 し、その

指 示に従 う。 

 

２－５ 軽 微な変 更  部 材 の取 り合 わせ及 び現 場 の都 合 により必 要 が生 じた場 合 は、その工

事 に支 障 のない範 囲 内 で、かつ他 の工 作 物 に支 障 を及 ぼさない場 合 に限

り監 督 職 員の承 諾 を得て、工 法の変 更 をすることができる。この場 合 、請 負

額の増 減 は行わない。 

 

２－６ 工  程  表  

 

工 事 の着 工 に先 立 ち、工 程 表 及 び施 工 計 画 書 を作 成 し、監 督 職 員 の

承 諾を得る。 

 

２－７ 補   償  

 

第 三 者 に対 して損 害 を与 えた場 合 、請 負 者 の負 担 により適 正 な補 償 を

しなければならない。 

 

２－８ 諸   届  

 

工 事 の実 施 に関 し、必 要 な官 公 署 その他 への申 請 及 び諸 届 は、請 負

者の負 担において遅 滞なく行 う。 

  

２－９ 施 工 図  

 

 

施 工 上 必 要 な図 面 （撤 去 工 程 図 等 ）を遅 滞 なく作 成 し、監 督 職 員 の承

諾を受 ける。 

 

２－１０ 現 場 代 理人 及 び 

     主 任技 術 者  

 

 

２－１１ 検 査  

 

 

  現 場 代 理 人 及び主 任 技 術 者とは、工 事請 負 契 約 書に規 定する現 場  

代 理 人及 び主 任技 術 者 をいう。 

現 場 代理 人 及 び主 任 技 術 者の経 歴 書を監 督 職 員に提 出すること。 

 

工 事 完了 後 、指定した項 目について速やかに検 査 職 員の検 査を受け 

る。 

 

２－１２ 現 場 管 理  

 

工 事 現 場 の管 理 は、現 場 代 理 人 が責 任 者 となり、労 働 基 準 法 、労 働 安

全 衛 生 法 及 びその他 の関 係 法 規 に従 い遺 漏 なく行 う。また、工 事 現 場 の
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労 働 者 その他 出 入 りの監 督 、風 紀 衛 生 の取 り締 まり並 びに風 水 害 、火

災 、盗 難 その他 の事 故 並 びに公 害 の防 止 について十 分 注 意 し、必 要 に

応じて処 置をとる。 

 

２－１３ 養 生・保護  

 

仕 様 書 及 び図 面 に指 定 したもののほか、必 要 がある場 合 は、道 路 、工

作 物、その他の物 件に対 し、損 傷 を生じないよう養 生 並びに保 護 を行う。 

 

２－１４ 打 合せ記 録  

 

監 督 職 員 と打 ち合 わせた事 項 で監 督 職 員 が指 示 するものは、速 やかに

文 書、表 、図面 等 にして確 認 印を受ける。 

 

２－１５ 工 事 報 告  

 

工 事 の進 捗 、労 務 者 の就 業 、機 材 の搬 入 、天 候 等 の状 況 を示 す報 告

を監 督 職 員の指 示により提 出する。 

 

２－１６ 業 務への影響  

 

同 局 は運用 業 務 を終 了しているので、施 工 上制 限 は発 生しない。 

２－１７ 監 督 職 員確 認  

 

 

 

 

２－１８ 施 工 検 査  

 

 

 

２－１９ 工 程 管 理  

 

 

 

 

 

２－２０ 工 事 を施 工 しない

日 等  

 

 

 

 

 

 

２－２１ 竣 工 検 査  

 

監 督 職 員 の確 認 は、次 の場 合 に実 施 する。ただし、これによることが困

難な場 合 は、別 途 指 示する。 

1. 設 計 図書 に定められた場 合  

2. 監 督 職員 の指示した工 程 に達した場 合  

 

施 工 検査 は、次の場 合に行 う。 

1. 設 計 図書 に定められた場 合  

2. 監 督 職員 が特に指 示する場 合  

 

１．工 事 の工 程 は、監 督 職 員 と協 議 する。 

２．土 日 祝 日 は、休 工 とする。 

３．天 候 等により作業 を延 期する場合 は、監 督 職員 と協 議する。 

４．施 工 にあたって、沿岸 気 象を事 前に十 分 把 握し施 工の可 否を判 断す

る。 

 

請 負 者 は、次 のとおり工 事 を施 工 しない日 や時 間 帯 を定 め、作 業 員 等

の休 日 等の確 保を適 正に行 う。 

1． 工 事 を施 工しない日 は、原 則 、土 曜 日 及 び日 曜 日 とする。ただし、これ

によりがたい場 合 は、監督 職 員 と協 議 する。 

2． 工 事を施 工しない時 間帯 は、原 則 、平 日の午 後 6 時 から翌 日の午 前 6

時 までとする。 

ただし、これによりがたい場 合 は、監 督 職 員 と協 議 する。 

 

現 場 代理 人 は、竣工 検 査 に立 ち会 う。 
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特記仕様書 
 

                                第八管区海上保安本部交通部整備課 

     

Ⅰ 工事概要 
  1 工事名  丹後ディファレンシャル GPS 局鉄塔等撤去工事 

  2 工事場所 京都府京丹後市丹後町間人 2791 番地 

  3 敷地面積 2963.13 ㎡ 

  4 用途等  ディファレンシャル GPS 局送信設備(業務終了) 

  5 解体規模 

鋼

構

造

物

（

電

気

通

信

設

備

） 

主たる対象物 自立鉄塔 ３方向３段支線式鉄塔 主要撤去機器 

基数 1 基 1 基 中短波送信装置 

構造 自立型アングルトラス鉄塔 

(含む避雷針) 
鋼管柱 3 方向 3 段支線式 衛 星 伝 送 シ ス テ ム

送受信装置 

用途 無線設備空中線用 送信空中線用 直流電源装置 

搭高 鉄塔高 16m、地上高:21m 地上高:47.45m 耐雷トランス 

建入年月 昭和 62 年 1 月 平成 11 年 2 月 蓄電池(MSE500) 

重量 7.6 トン(設計数量) 2.8 トン(設計数量) 囲障、忍び返し 

その他 根開き:5m 構造:3 方 3 段支線式 インバーター 

※撤去機器等≪図面 10≫記載 

 

そ
の
他 

撤去処分は、局舎内設置の什器、機器予備品を含む。 

蓄電池(MSE500AH)24 個(@35.5kg)は、別途指定する 2 ヶ所に搬送する。 

※搬送先:特記仕様書Ⅱ-3-3 記載。 

  

Ⅱ 解体工事仕様 
1 共通仕様 

 図面及び本仕様に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部制定「建築物解体工事共

通仕様書（最新版）・同解説（以下、「解体共通仕様書」という。）」、「公共建築工事標準仕様書 

建築工事編(最新版)」及び「公共建築改修工事標準仕様書 建築工事編(最新版)」、「建築工事安全

施工技術指針」、「建設工事公衆災害防止対策要綱 建築工事編」、「建設副産物適正処理推進要綱」

による。 

  

2 特記仕様書の適用等 

⑴  項目は、番号に○印の付いたものを適用する。 

⑵  特記事項は、〇印の付いたものを適用する。 

⑶  特記事項に記載の≪≫内表示番号は、本仕様書の当該図面又は当該表を示す。 
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章 項 目 特記事項 

１ 

一
般
共
通
事
項 

 1 一般事項 ・工事にあたっては、近隣住民や通行人に対する安全の確保に努めること。 

・工事にあたっては、構造物の状況や工事現場周辺の環境状況を検討した上で 

騒音規制法、振動規制法等の関係諸法令を遵守し、必要な措置を講じること。 

・工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督職員に報告の上、指示

に従い適正な処理を行うこと。 

・工事に伴う官公庁への届け出等の手続き（その費用を含む。）及び工事用電気・

水道等の使用に係る費用は、受注者の負担とする。 

・工事による発生材は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、「廃棄物処

理法」という。）及び建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下、

「建設リサイクル法」という。）等の関係諸法令を遵守し、監督職員の承諾を

得て適正に処分すること。 

・受注者は、監督職員と随時打ち合わせを行い、工程の確認・調整及び工事の円

滑な進捗を図ること。 

 

 2 工事実績情報サ

ービス（CORINS）

の登録 

・適用する    ・ 適用しない                    

 

   3 技術者の専任 ・契約締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの間）については、主任技術者又は監理技

術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、

契約締結後、監督職員と打合わせにおいて定める。 

・ 工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く）、

事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理

技術者の工事現場への専任を要しない。 

 4 工事の記録 工事中、完成時ともカラ－写真とする。                

 撮影対象等は「営繕工事写真撮影要領(令和 3 年版)の撤去、解体工事編によ 

るほか、次の箇所とする。 

分類 規格 撮影箇所 提出部

数 

着 工 前 サ－ビス版 ・ 敷地全景 

・ 解体構造物全景 

・ 解体鋼構造物、機器等毎 

 ２部 

工 事 中 サ－ビス版 ・ 仮設物(敷板等) 

・ 分別解体の経過状況（作業順） 

・ 公害対策状況 

・ 解体機械、発生材運搬車両 

・ 発生材処分先及び搬入写真 

・ その他監督職員が必要と認め、指示し

た箇所 

 ２部 

完 成 時 サ－ビス版   ２部 

 この写真はデジタル写真も可とし、その仕様等は監督職員の指示による。 

 

 5 電気保安技術 

者 

・適用する  ・適用しない                    

 

 6 施工条件 関連工事による施工時期の調整  ・ 無（内容：          ） 

施工時期・時間の制限      ・ 指定しない   ・ 指定する 

部位別施工順序         ・ 指定しない   ・ 図示による 

工事用車両の駐車場所      ・ 有（敷地内）  ・ 無 

資機材置場所          ・ 有（敷地内）  ・ 無 

関係機関等との協議の未成立事項 ・ 有（内容：          ） 

                ・ 無 

関係機関等との協議結果     ・ 有（内容：          ） 

                ・ 無 
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7 施工計画書等 ・工程表、施工計画書等は、工事契約締結後速やかに監督職員に提出し、承諾を

得ること。                           

・ 施工計画等の作成に当たっては、解体対象物の構造、立地条件等を事前に 

充分調査、把握し、事故防止に十分配慮した解体工法・解体手順等を決定す 

ること。 

・ 請負者は、設計図書等を充分把握するとともに、実況が設計図書と異なる 

ことを想定し、各構造部分の充分な目視確認をするとともに、特殊構造の構造 

物の解体にあっては、必要に応じて構造の専門家と十分協議し、安全性を考 

慮した工法を選択すること。 

・ 請負者は、解体工事途中段階で想定外の構造、鉄骨の腐食、設備等が判 

明した場合は、工事を一旦中止し、監督職員に報告した上で、必要に応じ 

施工計画の修正を検討すること。 

・ 請負者は、公衆災害を防止する観点から、特に構造物の撤去過程において、 

構造物の解体工事の施工にあたっては、工事の各段階において構造的な安定 

性を保つよう、工法の選択等を適切に行うこと。 

・ 請負者は、鉄骨、鉄筋コンクリート造等の異種構造の接合部等の解体につ 

いては、特に接合部の強度等に十分配慮した施工計画を作成し工事の実施を 

行うこと。また、自立型アングルトラス鉄塔の根開き基礎部の解体は、局舎 

防水構造に影響のないよう撤去すること。 

 

 

8 施工中の安全確 

保及び環境保全 

・「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（平成９年建設省告 

示第１５３６号）に基づき、指定された建設機械を使用する。       

・ 「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省経機発第２４７号）」に基 

 づき、指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。           

・ 作業に必要な場合、酸素、アセチレン及び軽油等の危険物は所定の位置に施

錠の上保管、若しくは現場外に搬出する等管理を徹底すること。労働災害及び

その他の事故発生等を防止するための注意と、常時の点検を作業員に徹底させ

ること。 

・ 作業開始前に当日の工事打ち合わせを実施し、公害及び第３者に対する事故

防止及び周辺環境の保全に努めること。                

 

9 交通安全管理 関係機関との協議                            

 ・ 必要（関係機関：           ）   ・ 必要なし 

警備員 

 ・ 配置する（・警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務  

            （ 延べ     人・日 ） 

 ・ 配置しない 

 

  特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則(平成17年国家公 

安委員会規則第20号)よる。 

 

10 発生材の処理 

等 

・引き渡しを要するもの 

 鉄塔等鋼構造物、囲障 

 指定場所へ搬出運搬 

 搬入場所:舞鶴市大字平小字小浦 1760 番 7 

      第八管区海上保安本部 舞鶴浮標置場 片道距離:71.8km 約 2 時間                        

≪図面 10≫参照 

11 近隣との折衝 

等 

・ 工事着手前に近隣住民等へ工事内容を周知するとともに、着手後は週間の作

業内容を掲示等により知らせること。                  

     

・ 住民説明会の開催 （ ※ 実施する   ・実施しない ） 

 

12 解体作業中の 

騒音及び振動調 

査 

・ 解体作業中の騒音、振動調査                      

   実施する（・常時測定   ・測定回数   回） 

 ・ 実施しない 
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13 事前調査 ・受注者は、必要に応じて付近集落の工事車両の進入経路、土間、アスファルト

等のクラック状況を調査・記録・写真撮影し事後に備えること。さらに、工事

の施工により、近隣施設等に損傷を与えた場合には、現状に復旧すること。 

・近隣事前調査の実施（近隣民家、重機進入経路、電柱、電線等） 

  ・今回工事で行う    ・ 今回工事で行わない。（別途     ） 

14 完成図書等 ・完成図書  製本２部                       

・製本形式  チューブファイル、Ａ４版、索引、仕切紙 

       背表紙に工事名、完工年月日記載 

 

・完成図書に綴じこむもの 

 工事概要 

 施工体制図 

下 請 け施 工 業 者 一 覧  

 施工内容 

 使用資機材一覧 

 完成図面 

敷地現況図(施工前後) 

図面 

Ａ３版 縮小原図（配置図、平面図、立面図）とする。 

産業廃棄物管理票(マニフェスト)  

その他監督職員の指示するもの。 

 

 15 電子納品等 ・電子納品対象工事   ・ 電子納品対象外工事 

ＣＤ－Ｒ（監督職員提出用）    （２部） 

 

 ＣＤ－Ｒに格納するもの 

  ・完成図書内容すべて （原則ＰＤＦ形式） 

   図面 (jw cad 形式) 

・その他、監督職員が指示した図面等 

 

 ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。 

・ 電子納品は、「工事完成図書の電子納品等要領(令和４年３月)」に準ずる。 

 16 快適トイレ導入

対象 

・適用する  

   

・適用しない 

 

２ 
 

 
 

 
 

 

仮
設
工
事 

 1 騒音・粉塵等の

対策 

  （仮囲い等） 

・ 仮囲い                               

  

 ・ 設ける（範囲、位置、延長等は図示）   ・ 設けない 

  ・ 万能鋼板（Ｈ＝     ）     ・ 波形鉄板（Ｈ＝    ） 

  ・ 単管シート（Ｈ＝     ） 

  ・ 枠組足場シート（Ｈ＝     ） 

  ・ 防音パネル（Ｈ＝      ）   ・ 防音シート（Ｈ＝   ） 

  ・ パネルゲート（Ｗ＝     Ｈ＝     ）×    カ所 

  ・ シートゲート（Ｗ＝     Ｈ＝     ）×    カ所 

・ 仮設鉄板 

 ・ 設ける（範囲、位置、㎡数等は図示）   ・設けない 

 

 2 監督職員事務 

所 

   

・設ける    ・ 設けない                     

 ・ 10 ㎡程度  ・ 20 ㎡程度  ・ 35 ㎡程度  ・ 65 ㎡程度  

 ・ 100 ㎡程度 

・設ける 請負者事務所の中に監督職員用スペ－ス  ㎡程度確保する。 

     備品は下記のものを備える。 

     机、いす、電話、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯冷

暖房機器、その他監督職員の指示するもの 

・設けない 
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  3  工事表示板の設

置等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督職員が指定する位置に一箇所設置する。 

表示時期は工事着工時から完成時までとする。 

表示板の形式 

解体工事の表示 

工 事 名 称  

構 造 ・ 規 模  

工 事 期 間 令 和 年 月 日 ～ 令 和 年 月 日 

施 工 主  

設 計 者  

工 事 監 理 者 （ 外 注 委 託 の 場 合 に 記 入 ） 

工 事 監 督 者 第 八 管 区 海 上 保 安 本 部 交 通 部 整 備 課 

工 事 施 工 者  

 

注１ 表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。 

 ２ 大きさは、監督職員と協議のうえ決定する。 

 4 工事用水及び 

  電力 

工事用水  構内既存の施設  ・ 利用できる （有償  ・ 無償） 

               ・ 利用できない              

工事用電力 構内既存の施設  ・ 利用できる （有償  ・ 無償） 

               ・ 利用できない 

 

 5 足場その他 ・設置する  ・設置しない 

外部足場   枠組足場（手すり先行工法   ・ その他）       

        くさび緊結式足場（手すり先行工法   ・ その他） 

 

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働

省平成２１年４月策定」により、設置については「手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準」によるものとする。 

 

内部足場  脚立、足場板等  枠組棚足場   その他（       ） 
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３ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
体
施
工 

 1 解体方法 解体内容 

              

対象物 内  容 

1．解体構造物 

・アングルトラス鉄塔 

骨材:SS-400 等、高力ボルト 

 設計数量:7.6 トン 

・３方向３段支線式鉄塔(空中線) 

鋼管柱(鋼管:STK-400 等、高力ボルト)、支線(亜鉛メ

ッキ鋼より線 135 ㎟×423m、碍子等 

 設計数量:2.84 トン 

※単骨材程度まで解体、運搬車両搭載可能な大きさに 

切断する。 

2．通信機器 

  電源設備 

撤去搬出、産業廃棄物として適正廃棄する。銘板は監督

職員に引き渡す。 

監督職員の指示する機器は、現場で破砕処理する。 

※機器撤去品一覧 ≪図面 10≫参照 

 

3．囲障 

空中線支線の錨塊用囲障 3 ヶ所及び空中線用囲障 

※基礎を除き撤去解体する。 

数量 

 ・錨塊用:H1200×48m(片開き門扉有) 

 ・ 空 中 線 用 :H1800mm×20m(片 開 き 門 扉 、 忍 び 返 し

(H450mm)含む) 

4．忍び返し 

敷地周囲の囲障に設置の忍び返しを撤去する。 

数量:239.5m、ネットフェンス取付、亜鉛メッキ鉄線 3.2

φ4 条 

5．空調設備 局舎用空調設備 1 基を撤去、適正処理する。 

6．什器類 数点の什器を撤去、廃棄する。 

  

【鉄塔、空中線の解体】 

1 鉄塔、空中線の解体は搬入可能な重機を検討し、最良の方法で安全に解体す

る。必要に応じ人力施工も併用する。 

2  解体施工は、低振動・低騒音型の機械器具等の選定に心がけること。 

【機器等撤去】 

1  局舎内の電源設備、無線設備等の撤去を行う。局舎は用途廃止するので養 

生は必要ない。 

2  ケーブルラダー、同軸線路、電源線路、通信線路の撤去を含む。 

なお、屋外埋設部は撤去を要しない。 

  3 蓄電池搬送 次の密閉型蓄電池を撤去、搬送する。                  

要項 数量 重量 総重量 搬入場所 

方式:制御弁式据置型鉛蓄電池 

規格:MSE-500 
12 @35kg 420kg 

越前岬灯台 

(福井県) 

方式:制御弁式据置型鉛蓄電池 

規格:MSE-500 
12 @35kg 420kg 

長尾鼻灯台 

（鳥取県） 

 案内図 ≪図面 10≫参照 

 

・越前岬灯台 

  福井県丹生郡越前町血ヶ平 片道距離:199km 約 3 時間（一部有料道路利用） 

・長尾鼻灯台 

鳥取県鳥取市青谷町青谷  片道距離:131km 約 2.5 時間 

 

 いずれも、軒先まで車両進入可能であり各場所の指定区画に搬入する。 

搬送時は、落下等による破損、短絡防止に十分注意のこと。 

 

 4 架設電線敷設等  局舎照明、雑用電源用に≪図面 7≫に示す通り仮設電線(転がし)を敷設する。

また需給電源は、1φ3 線 100/200V 給電中のため、局舎内受電盤の電線は各遮断

器二次側まで撤去する。 

 



注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日

図 面 番 号
縮　　尺 設　計図　　示

１

第八管区海上保安本部　交通部整備課

島　根

広　島

岡　山

鳥　取

兵　庫

京　都

福　井

滋賀

隠岐諸島

位 置 図

網野駅

峰山駅

峰山町

弥栄町

宮津市

丹後町

案内図

網野町

間人

 21

位置図、案内図案内図　S=1/2,500

城嶋公園

城嶋

間人港

間人小学校

至　国道178号接続

丹後ＤＧＰＳ局

丹後ディファレンシャルGPS局鉄塔等撤去工事

丹後ディファレンシャルGPS局

施工場所

施工場所

京都府京丹後市丹後町間人２７９１

令和４年６月
杉之下

施工場所：丹後ＤＧＰＳ局

１０



2,
00
0

6,000

6,000

2
,
0
0
0

丹後ＤＧＰＳ局敷地平面図　S=1/200

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日

図 面 番 号
縮　　尺 設　計図　　示

第八管区海上保安本部　交通部整備課

局舎

支線Ｃ【撤去】

支
線

Ａ
【

撤
去

】

支
線
Ｂ
【
撤
去
】

錨塊

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗床

鉄塔基礎

錨塊

側　溝

側　溝

敷地平面図

２

町
道

　
幅

員
３

ｍ

Ｎ

県道672号

間人港線接続道路

敷地境界

支線Ａ・Ｂ・Ｃ撤去

住　宅

住　宅

住　宅

住　宅

民有地

受電柱

屋上自立型四角鉄塔撤去

丹後ディファレンシャルGPS局鉄塔等撤去工事

錨塊

囲障【撤去】

45m支線式鉄塔【撤去】

45m支線式鉄塔撤去

囲障撤去(空中線部、錨塊部)

空中線結合器【撤去】

屋上自立型四角鉄塔【撤去】

囲障【撤去】

忍び返し【撤去】

忍び返し撤去(全周)

令和４年６月
杉之下

局舎内無線機器撤去

空中線結合器【撤去】

囲障【撤去】

2,000

6
,
0
0
0

空中線避雷器【撤去】
囲障【撤去】

5
,
0
0
0

5,000

239.5m(敷地全周)

主要施工概要内容

１０



空

中

線

塔

体

及

び

支

線

撤

去

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日

図 面 番 号
縮　　尺 設　計図　　示

第八管区海上保安本部　交通部整備課

３

４５ｍ鋼管柱

RC造

空中線塔体

鋼管柱(267.4φ  6.6t)

支
線

（
Ⅰ

段
）

支
線
（
Ⅱ
段
）

支
線

（
Ⅲ

段
）

鉄塔基礎

台碍子及び基礎金具

台碍子　 A-0881

2
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1
,
0
1
3

1,700

28,000

▽　ＧＬ

4
4
,
9
5
0

1
,
0
1
3

4
7
,
4
6
3

1
,
5
0
0

錨塊（ＲＣ造）

３箇所

 H=1,800 (片開門扉付)

45m支線式空中線立面図　S=1/200

　

囲

障

撤

去

空中線基礎舗床・囲障詳細図　S=1/50

FEP管 50mm GL-600

立上り部　GL+500

ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ付

既設ｹｰﾌﾞﾙ用配管

支線　A

支線　 C

支線　 B

既設ｹｰﾌﾞﾙ用配管

5,000

5
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2 ,000 1,000 2,000

2,000 1,000 2,000

1
0
0

5
0

1
0
04
5
0

1
,
8
0
0

4
5
0

6
0
0

▽ＧＬ

空中線基礎

空中線基礎

5,30050 50

空中線基礎舗床・囲障詳細図

45m支線式空中線立面図、

丹後ディファレンシャルＧＰＳ局鉄塔等撤去工事

撤去(基礎上部で切断)
台碍子上部より撤去

囲障　5,000×5,000 

杉之下
令和４年６月

１０



4
,
8
0
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

4
,
7
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

4
,
8
0
0 3
5
0

3
5
0

2
,
0
0
0

3
0

1
5
0

2
5

1
5
0

1
2

1
2

1
1
8

Ｆ ＬＧ－Ｂ

ＦＬＧ－Ａ

ＦＬＧ－Ｂ

ＦＬＧ－Ｂ ＦＬＧ－Ｂ

ＦＬＧ－Ｂ

ＦＬＧ－Ｃ

ＦＬＧ－Ｄ

１

２ ３

４

ＦＬＧ－Ａ

ＦＬＧ－Ｂ

ＦＬＧ－Ｃ
ＦＬＧ－Ｄ

2
4
5

1
0
0

（
Ｓ

Ｔ
Ｋ

４
０

０
）

2
4
0

1
0
0

（
Ｓ

Ｔ
Ｋ

４
０

０
）

1
0
0

2
4
0

2
4
0

2
5
0

（
Ｓ

Ｔ
Ｋ

４
０

０
）

鋼管柱詳細図　Ｓ＝１／４０

5
0

3
0

1
5
030

9

8

R35

PL12T

PL12T

PL30T

(SM490)
(SS490)

4
5

6
0

2 5

R35

PL12T

PL12T

R35

8

9

(SM490)

PL25T

(SS490)

M24*100-12

上部ﾌﾗﾝｼﾞ

のみ
PL12T

2
5

75 75

M24*100-12

(SS490)

PL25T

(SM490)

R35

PL19T

PL12T

9

8

R35

PL12T

4
5

6
0

2 5

ｽﾃﾂﾌﾟﾎﾞﾙﾄ

取付ﾘﾌﾞ形状

75 75

M20*60-6
PL12T

PL12T
8

6

PL9T

115 30

3
0 1
1
8

PL12T

85

115 40

1
5
0

4
0

P L19T

R40

4

160

台形ｽﾃﾂﾌﾟﾎﾞﾙﾄ金具

M16ｽﾃﾂﾌﾟﾎﾞﾙﾄ

ステツプボルト取付図

鉄塔名板を製作取り付ける。

処　　理：ＺＤＰ　

取付金具：Ｆｅ　　　　

（
Ｓ

Ｔ
Ｋ

４
０

０
）

M 20*60-6

PL12T
HD=21.5φ

460φ

380φ

５

(SS490)N,LN

頂部 ﾌﾟﾚｰﾄ詳細

15ﾟ

460φ

380φ

460φ

380φ

HD=21.5φ

(SS490)N,LN

460φ

380φ

HD=26φ

Ｓ＝1/10

Ｓ＝1/10

Ｓ＝ 1/10 Ｓ＝ 1/10
Ｓ＝ 1/10

Ｓ＝1/10

Ｓ＝1/10

R30
20φ

620φ

540φ

HD=26φ HD=26φ

22φ

φ
2
6
7
.
4
×

6
.
6
ｔ

φ
2
6
7
.
4
×

6
.
6
ｔ

φ
2
6
7
.
4
×

6
.
6
ｔ

φ
2
6
7
.
4
×

6
.
6
ｔ

HD=12φ

羽子板 ｽﾃﾂﾌﾟﾎﾞﾙﾄ取付ﾘﾌﾞ形状

267.4φ267.4φ

M24*120-12

PL19T

133.7

218.7

Ａ

Ａ 支線取付金具

Ｂ アンテナ取付金具

Ｂ

85133.7
218.7

PL9T

PL6T

HD=17.5φ

HD=17．5φ

M16*40-2

M16*40-2

PL6T

PL6T

9

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日
縮　　尺 図　　示 設　計

図 面 番 号

空中線組成図

第八管区海上保安本部　交通部整備課

4
,
8
0
0

4
,
7
5
0

4
,
7
5
0

4
,
8
0
0

4
,
7
5
0

4
,
7
5
0

4
,
8
0
0

4
,
7
5
0

4
,
8
0
0

4
4
,
9
5
0

１

２

２

２

２

２

３

３

３

４

３段

５

2
,
0
0
0

約
2
,
5
0
0

２段

１段

支線Ａ、Ｂ、Ｃ

支線Ａ、Ｂ、Ｃ

支線Ａ、Ｂ、Ｃ

120ﾟ

1
2
0
ﾟ

120ﾟ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｓ＝１／２００

４

丹後ディファレンシャルＧＰＳ局鉄塔等撤去工事

台碍子:存置

令和４年６月

１０
杉之下



支線（Ⅰ段）

支線（Ⅱ段）

支線（Ⅲ段）

台碍子及び基礎金具

1
,
5
00

28,000

1,
0
1
3

2
,
00
0

4
,
8
00

4
,
7
50

4
,7
5
0

4
,8
0
0

4
,7
5
0

4
,
7
5
0

4,
8
0
0

4,
7
5
0

4,
8
0
0

1
4
,3
5
0

1
4
,3
0
0

1
4
,
30
0

44
,
9
50

台碍子　A-0881

鉄塔立面図（Ｓ＝１／２００）

１段支線 用

支線段数
支　線　鋼　索

規　　　　　格

直角クレビス

規　　格 個数

長幹碍子 玉　碍　子 巻付グリツプ ターンバツクル 備　　考

規　　格 規　　格 規　　格 規　　格 規　　格個数 個数 個数 個数 個数 個数規格

２段支線

３段支線

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

直角クレビス

巻付グリツプ

亜鉛めつき鋼より線

巻付グリツプ

巻付グリツプ

亜鉛めつき鋼より線

ハートシンブル

ターンバツクル

ＧＬ

135mm2用

135mm2用

135mm2用

135mm2用

135mm2用

亜鉛めつき鋼より線　１３５mm2 135mm2

Ｕクレビス　uc-1290

CLR-1275D

１枚ﾘﾝｸ L-1270D

ハートシンブル

巻付グリツプ 135mm2用

＃１８＃１８

Ｕクレビス

uc-1290

規　　格 個数

〃

〃

＃１８

１枚ﾘﾝｸ

L-1270D

段　数

支　線

３　段

２　段

１　段

寸法別表　Ⅰ

Ｕクレビス　uc-1695

１３ １３ １３

１１ １１

余長５ｍを含む。

Ａ Ｂ Ｃ

長幹碍子 A-S5008M

A-S5008M

支線式鋼管柱(STK-400,267.4φ 6.6t)

１１

１２ １２ １２

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

寸
法
別
表
　
Ⅰ

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

寸
法
別
表
　
Ⅰ

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

寸
法
別
表
　
Ⅰ

長幹碍子　A-S5008M

長幹碍子　A-S5008M

長幹碍子　A-S5008M

支線　亜鉛めっき鋼より線

２号１種Ａ級１３５ｍ㎡

玉碍子

CLR-1275
JIS

   C-3832 4.2ｔ用

ﾊｰﾄｼﾝﾌﾞﾙ

規　　格 個数

〃

〃

Ｕクレビス

uc-1695２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

５

７

９

１２

１６

２０

１

１

１

１

１

１

Ｕクレビス　 uc-1290

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日

図 面 番 号
縮　　尺 設　計図　　示

第八管区海上保安本部　交通部整備課

支線組成図

５

支線組成図　Ｓ＝１／２０

１方向支線材料表

丹後ディファレンシャルＧＰＳ局鉄塔等撤去工事

撤去

地際切断　M24

令和４年６月

1.6φSUS針金回り止め

4.2t用　W5/8*200　

杉之下
１０



ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ取付台

ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ*3個

ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ取付柱*3

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日
縮　　尺 図　　示 設　計

図 面 番 号

第八管区海上保安本部　交通部整備課

鉄塔立面図、鉄塔詳細図

６

5,000

5
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

3
,
0
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
1
,
5
0
0

G.L

鉄塔立面図　S＝1/300

１）材　　　質　　形　鋼　　　ＳＳ４００

　　　　　　　　　普通ボルト　５.８　４.６

鉄塔上部詳細図　Ｓ＝１／５０

鉄塔下部詳細図　Ｓ＝１／５０

ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ取付台

ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ*3個

ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ取付柱*3

丹後ディファレンシャルＧＰＳ局鉄塔等撤去工事

避雷針
GP50A 4,000

各製作部材・・・HDZ55

ボルトナット・・・HDZ35

注

撤去済み(保管中)

昇降梯子、ケーブルラック

撤
去

地際切断

アンカーボルト M30
地際切断

令和４年６月
杉之下

２）処　　　理　　溶融亜鉛めっき

１０



第八管区海上保安本部　交通部整備課

図　　示 設　計縮　　尺
図 面 番 号

設計年月日

図面名称

件　　名

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

７

ELB

3P75A

NFB

3P75A

C
V
3
.
5
s
q
-
2
C

耐雷ﾄﾗﾝｽ

15KVA

直流電源装置

TH900601T

I
V
2
2
s
q

C
V
2
2
s
q
-
2
C

DC90V

DC90V CV5.5sq-2C

CV5.5sq-3C

１φ３Ｗ２００Ｖ

耐雷ﾄﾗﾝｽ
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ
受電柱

地下埋設電源線

DC/ACｲﾝﾊﾞｰﾀ

2KVA

CPEVS0.5mm-10P

中波帯送信装置

TDM-1

I
V
2
2
s
q

融雪装置

ＯＤＵ

Ａ Ｂ

CV3.5sq-2C

IV2sq

ｺﾈｸﾀ(N型 ｵｽ)

5D-FB

IV2sq

8D-SFA(30m)

8D-SFA(30m)

8D-SFA(30m)

5D-FB(20m)

8D-SFA(30m)

5D-FB(20m)

TNC TNC TNC

N-P

5D-FB(1m)

TNC-N変換

TNC

N-P

TNC-N変換

5D-FB(1m)

TNC

N-P

5D-FB(1m)

TNC-N変換

TNC

N-P

5D-FB(1m)

TNC-N変換

NP-5
ｺﾈｸﾀ

CVVS1.25sq-20C

CVV2.0sq-5C

IV22sq

Ａ

Ｂ

5D-2V

1.2mφ

ｵﾌｾｯﾄｱﾝﾃﾅ

AC200V

AC200V

AC200V

I
V
2
2
s
q
*
2

NFB

3P30A

NFB

2P75A

IV22sq*2AC100V

NFB

2P15A

NFB

2P75A

エ
ア
コ
ン

照
明

予
備

I
V
2
s
q

分電盤

ダ
ン
パー

換
気
扇

コ
ン
セ
ン
ト

CV22sq-2C

衛星伝送ｼｽﾃﾑ

送受信装置

AA/TDMA　IDU

BOD　IDU

5
D
-
F
B

I
V
2
s
q

8
線

ﾂ
ｲ
ｽ
ﾄ

ﾍ
ﾟ
ｱ
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙGPS

送信局装置

DDX-1

GPS受信機A

GPS受信機B

GPS受信機C

DGPS受信機A

GPS受信機D

DGPS受信機B

信号処理管理機A

信号処理管理機B

信号処理管理機C

信号処理管理機D

監視制御部

受電ﾀｰﾐﾅﾙ

N-P

N-P

N-P

N-P

TNC

TNC

空中線結合器
軟銅より線22sq

避雷用ｱｰｽ

ｱｰｽﾏｯﾄ

NP-5
ｺﾈｸﾀ

空中線

光
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

光
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

光
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

A
C
1
0
0
V

C V5.5sq-2C

機 器 系 統 図

屋内 屋外
屋内屋外

丹後ディファレンシャルＧＰＳ局鉄塔等撤去工事

ﾋﾞｰｺﾝｱﾝﾃﾅ×3

TNC

撤去済み(保管中)

撤去済み(保管中)

機器系統図、電源接続替図

5
.
5
s
q
-
2
C

※

仮設配線

撤去済み(保管中)

転
が

し

令和４年６月
杉之下

１０

蓄電池（MSE500　48個）24個撤去済



5,000

1,700

前室

3,
2
00

1
,8

00

1
,3

0
0

85
0

45
0

355

通信機器室

1,800 3,295

1,
0
00

3
,5

0
0

1,
00
0

700

2
,0
0
0

L50*50*6
M12ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

局舎断面図  Ｓ＝１／５０

局舎平面図　Ｓ＝１／３０

DGPS送信局装置

平面図、断面図

第八管区海上保安本部　交通部整備課

工事名

図  番  

縮  尺
図 面 番 号

図　　示 設　計
設計年月日

6

1

5

電池室

通信機器室

電池室

規　格　等 備　考

１　　ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙＧＰＳ送信局装置 ＤＤＸ－１

２　　中波帯送信装置 ＴＤＭ－１
３　　直流電源装置

１　　衛星伝送ｼｽﾃﾑ送受信装置

ＴＨ９００６０１Ｔ
DC90/AC100V2kVA

MSE500AH*48ｾﾙ 24セル撤去済み

ＳＵＳ製

15kVA

４　　ｲﾝﾊﾞｰﾀ
５　　蓄電池
５　　蓄電池架台
６　　耐雷ﾄﾗﾝｽ

杉之下

234 OAデスク

NO　主　　要　　機　　器　　名

１０８

令和４年６月

分
電

盤

同軸ケーブル

丹後ディファレンシャルGPS局鉄塔等撤去工事



DGPS局構内側構外側

1
00

1
5
0

1
5
0

1
50

5
0

亜鉛ﾒｯｷ鉄線 3.2φ

忍び返し取付金物  L40-5t溶融亜鉛 ﾒｯｷ

既設 ﾌｪﾝｽ支柱

亜鉛ﾒｯｷ鉄線3.2φ 4条

忍び返し取付金物 L40-5t溶融亜鉛ﾒｯｷ

20 20
5
0

2
5
0

1
0
0

8
.
5

8
.
5

8
.
5

8
.
5

忍び返し取付金物  L40-5t溶融亜鉛 ﾒｯｷ

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM8-25 共に ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ
ﾊﾟｲﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞC16-51(50.8φ )

20 20

丹後ディファレンシャルＧＰＳ局鉄塔等撤去工事件　　名

図面名称

縮　　尺 図　　示 設　計
図 面 番 号

第八管区海上保安本部　交通部整備課

令和４年６月設計年月日
杉之下

ﾌｪﾝｽ支柱

ｽﾃﾝﾚｽ豆 Uﾎﾞﾙﾄ(8-φ 3.5)

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM8-25
ﾊﾟｲﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞC16-51(50.8φ )

ｽﾃﾝﾚｽ豆 UﾎﾞﾙﾄWC-3U(8-φ 3.5)

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM8-25

ﾊﾟｲﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞC16-51(50.8φ )

2-φ 7

ｽﾃﾝﾚｽ豆 UﾎﾞﾙﾄWC-3U(8-φ 3.5)

ﾌｪﾝｽ支柱

8
0

58
0

50
0

65
0

2
8
0

1
,
03
0

1
0
0

80 ｺﾞﾑｼｰﾄ(3t*50)

2
8
0

矢視　Ｂ－Ｂ図

矢視　Ａ－Ａ図

A

A

B

B

2,132
2,052 500

580

忍び返し取付図 S=1/7

蓄電池用架台 S=1/30

忍び返し、蓄電池架台詳細図

９ １０



長尾鼻灯台　所在地:鳥取県鳥取市青谷町青谷53

注）Ａ２ → Ａ３　縮小版

件　　名

図面名称

設計年月日

図 面 番 号
縮　　尺 設　計図　　示

第八管区海上保安本部　交通部整備課

丹後ディファレンシャルGPS局鉄塔等撤去工事

搬入場所

付近見取図

5
0
k
m

4
0

30
20

1
0

0
1
0
km

5

越前岬灯台　所在地：福井県丹生郡越前町字血ケ平

国道9号線

夏泊

青谷高

鳥取市

青谷町青谷

越前岬灯台

越前岬灯台

位　置　図

位置図、案内図、撤去機器

S=400,000

長尾鼻灯台

位　置　図

長尾鼻

搬入場所

長尾鼻灯台

1式

1式

1式

1

1

1

1

1

1

2

1

24

1

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

数量 備考

中短波送信装置

衛星伝送システム送受信装置(付属品含む)

直流電源装置

DC/ACインバーター

耐雷トランス

1.2mφオフセットアンテナ(融雪装置含む)

ビーコンアンテナ

耐雷トランススイッチボックス

蓄電池(MSE500AH)

事務机

OAデスク

ＬＣ管制器Ⅱ型

ディファレンシャルGPS送信局装置(UPS含む)

ケーブルラック

ケーブルラダー

周波数カウンター

スペクトラムアナライザー(ケース含む)

蓄電池架台

信号線

電源線

対象機器名

GPSアンテナ(架台含む)

室内配管

撤去保管中

再利用

隠岐諸島

石　川

福　井

鳥　取

京　都

島　根 兵　庫
滋　賀

岡　山

広　島

山　口

位　置　図

☆

至鳥取

搬入場所

撤去機器

Ｎ

平貯木場

合板団地

舞 鶴 浮 標 置 場

日本板硝子工場

舞 鶴 湾

舞 鶴 市

舞鶴港(東港)
日立造船

舞鶴市役所

0 100m 200m 500m

東
舞
鶴
駅

搬入場所

舞鶴浮標置場　所在地:舞鶴市平小浦1760番地7

付近見取図 付近見取図

撤去保管中

撤去保管中

あおや

山陰本線

空中線結合器、避雷器

令和４年６月
杉之下

１０１０

機器予備品 1式


